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Research Abstract 従来,ヒト腫瘍細胞から活性化がん遺伝⼦を分離するために,標的細胞としてマウスNIH3T3細胞が⽤いられてきた。しかしながら,この細胞は⾃然がん化率が⾼い
こと,さらに検出できるがん遺伝⼦種類が限られるという⽋点があった。そこで本研究では,ゴールデンハムスター胎児細胞よりマウスNIH3T3様の細胞株を樹⽴
し,新しいがん遺伝⼦検出系の開発を試みた。 
まず,胎児より分離した細胞を⼀定条件下で継代培養し,各継代期における細胞の性質を調べた。その結果,ほとんどの細胞は継代培養を操り返すに従い増殖能が
低下して死滅したが,5例中2例の培養系は20継代過ぎても活発に増殖しつづけた。このうちのひとつ(L系)は,50継代培養しても軟寒天コロニー形成能や造腫瘍性
といったがん化形質を⽰さず、また正常の細胞形態を維持していた。このことから,この細胞(GHE L50と命名)はマウスNIH3T3細胞に似た株細胞であることが
⽰唆された。 
次に,この細胞およびクローニングして得たSHOK細胞について,ヒトがん細胞DNAによる形質転換能を調べた。T24細胞DNAをトランスフェクトすると,NIH3T3
細胞に⽐べて8〜10倍のフォーカスを形成し,それらの細胞はいずれも軟寒天コロニー形成能や造腫瘍性を⽰した。このようにして得た悪性形質転換細胞につい
てサザンブロット解析した結果,すべての細胞にヒト反復配列プローブと反応するDNAが検出された。また最近では,種々のマウスがん細胞に適⽤し,これらの細
胞DNA中に活性化がん遺伝⼦が存在することを発⾒した。 
以上の結果より,本研究で樹⽴したGHE L50細胞およびSHOK細胞は,活性化がん遺伝⼦を検出するための標的細胞として極めて有⽤であることがわかった。

All

[Publications] 鈴⽊⽂男: 放射線科学. 31. 39-43 (1988) 

[Publications] Toshio,Mori: Mutation Research. 194. 263-270 (1988) 

[Publications] Keiji,Suzuki: Cancer Research. 

[Publications] Toshio,Mori: Photochemistry and Photobiology. 

 
Search Research Projects How to Use

javascript:history.back();
https://kaken.nii.ac.jp/en/report/KAKENHI-PROJECT-63015028/630150281988jisseki/
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qc=Grant-in-Aid%20for%20Cancer%20Research
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qe=Kanazawa%20University
https://kaken.nii.ac.jp/en/external/KAKENHI-PROJECT-63015028/?lid=10019672&mode=nrid-d
https://kaken.nii.ac.jp/en/external/KAKENHI-PROJECT-63015028/?lid=60192340&mode=nrid-d
https://kaken.nii.ac.jp/en/external/KAKENHI-PROJECT-63015028/?lid=10115280&mode=nrid-d
https://kaken.nii.ac.jp/en/external/KAKENHI-PROJECT-63015028/?lid=60019669&mode=nrid-d
https://support.nii.ac.jp/kaken/project_details
https://kaken.nii.ac.jp/en/index/
https://kaken.nii.ac.jp/en/index/
https://support.nii.ac.jp/kaken/howtouse/

